
毎
号
と
じ
こ
ん
で

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

ー ー … 前月比 

	

23.648 雰心に 	(+14) 
26 290 三嚢II三 	(-4) 
49 938 議響 (+10) 

	

数 16,592 	 (+5) 

(2月28日現在 住民基本台帳） 
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に
立
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。
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平成 5年 4 月1日 

多
多
五
万
市
民
の
幸
せ
へ
向
けて
大
き
な
歩
み
多多多曹

多
 

一市
長
、平
成
五
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
 

私
は
、
平
成
元
年
小
職
に
就
任
以
来
、
ふ
る
さ
と
再
生
を図
る
と
と
も
に
ニ
＋
一
世
紀
を
見据
え
た
、
 

新
し
い
五
所
川
原
市
の
姿
を
構
築
す
る
こ
と
に
、全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
し
た
。
 

と
り
わ
け
ニ
＋
一
世
紀
市民
会
議
を
は
じ
め
、
市
の
各
界
各
層
の
方
々
の
参
加
を
仰
ぎ
な
が
ら
進
め
て

い
た
、「ニ
十
一
世
紀
五
所川
原
市
総
合
開
発
計
画
」
の
基
本
構
想
が
具
体
化
、「小
さ
な
世
界
都
市
五
所川

原
」
 
へ
向
けての
助
走
が
始
動
し
ま
し
た
。
 

三
月
四
日
、
五
所
川
原
市

議
会
で
述
べ
た
、
佐
々
木
市

長
の
、
平
成
五
年
度
の
施
政

方
針
の
要
旨
を
紹
介
しま
す
。
 

居
住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
 

引
き
続
き
 
「富
士
見
団
地
市
営
住

宅
建
替
事
業
」
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
雪
に
強
い
都
市
構
造
を
目

指
し
、
新
た
に
 
「積
雪
対
策
下
水

道
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。
 

ま
た
青
森
市
に
次
い
で
、
二
番

目
と
、
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
上
水

道
事
業
に
つ
い
て
は
 
「上
水
道
老

朽
管
更
新
事
業」
 
の
調
査
に
着
手

し
ま
す
。
 

そ
の
他
、
交
通
網
整
備
に
つ
い

て
は
、国
直
轄
で
施
行
さ
れ
る
「津

軽
自
動
車
道
」
の建
設
促
進
、コ
二
、
 

三
、
 一
田
川
・
三
ッ
谷
線
J
r三
、
 
 

四
石
岡
・
不
魚
住
線
J
r三
、
 

一
一湊
・
寺
町
線
」
コ二
、四
、
 

五
広
田
・
新
宮
線」
「石
岡
五
号
線」
 

等
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
 

三
好
中
学
校
屋
内
体
育
館
と
長

橋
小
学
校
の
完
成
、三
好
中
学
校
、
 

五
所
川
原
小
学
校
、
南
小
学
校
の

ダ
フ
ン
ド整
備
事
業
、長
橋
小
学

校
屋
内
運
動
場
建
設
事
業
を実
施
。
 

特
に
、
こ
の
屋
内
運
動
場
は
一
般

に
も
開
放
、
学
校
教
育
と
社
会
教

育
の
融
合
を
図
る
も
の
で
す
。
 

又
、
大
学
等
、
高
等
教
育
機
関

の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
年

度
国
土
庁
の
「
学
園
都
市
調
査
地
 

【
 

区
」
 
の
指定
を
受
け
、
そ
の
調
査

結
果
が
間
も
な
く
出
る
こと
か
ら
、
 

こ
れ
を
受
け
て
本
格
的
に
誘
致
活

動
を
展
開
し
て
い
く
も
の
で
す
。
 

更
に
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ

ン
タ
ー
は
、
昨
年
七
月
着
工
し
、
 

来
年
の
完
成
が
待
た
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
 

平
成
三
年
度
か
ら
供
用
開
始
さ

れ
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み

園
」
 
に加
え
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
 

ー
の
完
成
に
よ
り
、
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
等
、
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
と
、
 

高
齢
化
社
会
に対
応
し
た
、
保
健

福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
 

「住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
 
の
一環
と
し
て
、
市
役

所
庁
舎
等
を
一
部
改
造
、
車
椅
子

で
の
来
庁
者
の利
便
に
供
与
し
て

参
り
ま
す
。
 

他
に
、「家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業」
 

の
充
実
。平
成
五
年
度
か
ら
は
、
 

新
規
に
 
「在
宅
寝
た
き
り
老
人
介

護
者
慰
労
金」
制
度
を
創
設
し
ま

す
。
他
に
、
地
域
福
祉
基
金
を活
 

生 
活 

教 
育 

福 
祉 

z
z
z五
万
市
民
の
幸
せ

圏
直

居
住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
「
富
士
見
団
地
市
営
住

宅
建
替
事
業
」
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
雪
に
強
い
都
市
構
造
を
目

指
し
、
新
た
に
「
積
雪
対
策
下
水

道
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
青
森
市
に
次
い
で
、
二
番

目
と
、
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
上
水

道
事
業
に
つ
い
て
は
「
上
水
道
老

朽
管
更
新
事
業
」
の
調
査
に
着
手

し
ま
す
。

そ
の
他
、
交
通
網
整
備
に
つ
い

て
は
、
国
直
轄
で
施
行
さ
れ
る
「
津

軽
自
動
車
道
」
の
建
設
促
進
、
「
コ一
、

三
、

一
田
川
・

コ
ヲ
谷
線
」
「
三、
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市
長
、
平
成
五
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明

私
は
、
平
成
元
年
小
職
に
就
任
以
来
、
ふ
る
さ
と
再
生
を
図
る
と
と
も
に
二
十
一
世
紀
を
見
据
え
た
、

新
し
い
五
所
川
原
市
の
姿
を
構
築
す
る
こ
と
に
、
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
二
十
一
世
紀
市
民
会
議
を
は
じ
め
、
市
の
各
界
各
層
の
方
々
の
参
加
を
仰
ぎ
な
が
ら
進
め
て

い
た
、「二
十
一
世
紀
五
所
川
原
市
総
合
開
発
計
画
L

の
基
本
構
想
が
具
体
化
、「
小
さ
な
世
界
都
市
五
所
川

原
」
へ
向
け
て
の
助
走
が
始
動
し
ま
し
た。

三
月
四
日
、
五
所
川
原
市

議
会
で
述
べ

た
、
佐
々
木
市

長
の
、
平
成
五
年
度
の
施
政

方
針
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

四
、
四
石
岡
・
不
魚
住
線
」
「
三
、

五
、
二
湊

・
寺
町
線
」
「
三
、
四
、

五
広
田
・新
宮
線
」
「
石
岡
五
号
線
」

等
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

同四
E

三
好
中
学
校
屋
内
体
育
館
と
長

橋
小
学
校
の
完
成
、
三
好
中
学
校
、

五
所
川
原
小
学
校
、
南
小
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
整
備
事
業
、
長
橋
小
学

校
屋
内
運
動
場
建
設
事
業
を
実
施
。

特
に
、
こ
の
屋
内
運
動
場
は
一
般

に
も
開
放
、
学
校
教
育
と
社
会
教

育
の
融
合
を
図
る
も
の
で
す
。

又
、
大
学
等
、
高
等
教
育
機
関

の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
年

度
国
土
庁
の
「
学
園
都
市
調
査
地

区
」
の
指
定
を
受
け
、
そ
の
調
査

結
果
が
間
も
な
く
出
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
受
け
て
本
格
的
に
誘
致
活

動
を
展
開
し
て
い
く
も
の
で
す
。

更
に
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ

ン
タ
ー
は
、
昨
年
七
月
着
工
し
、

来
年
の
完
成
が
待
た
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

幅
四

平
成
三
年
度
か
ら
供
用
開
始
さ

れ
た
養
護
老
人
ホ
l
ム
「
く
る
み

園
」
に
加
え、

地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
完
成
に
よ
り
、
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
等
、
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
と
、

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
、
保
健

福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

「
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
守
つ
く

り
事
業
」
の
一

環
と
し
て
、
市
役

所
庁
舎
等
を
一
部
改
造
、
車
椅
子

で
の
来
庁
者
の
利
便
に
供
与
し
て

参
り
ま
す
。

他
に
、
「
茎
陸
奉
仕
員
派
遣
事
業
」

の
充
実
。
平
成
五
年
度
か
ら
は
、

新
規
に
「
在
宅
寝
た
き
り
老
人
介

護
者
慰
労
金
」
制
度
を
創
設
し
ま

す。

他
に
、
地
域
福
祉
基
金
を
活



平成 5年 4 月 1日 

用
し
、
人
材
育
成
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
開
発
を図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
更
に
地
域
の
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
す
る
た
め
 

「中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

建
設
事
業
」
「福
山
消
防
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ

ー
建
設
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。
 

野
里
地
区
住
民
の
理
解
と協
力

を
受
け
「
野
里
埋
立
地
最
終
処
分

場
施
設
」
の
基
本
設
計
に
入
る
予

定
で
す
が
、
環
境
問
題
は
、
単
に

施
設
建
設
の
み
で
な
く
、
資
源
の

有
効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、ゴ

ミ
の
減
量
化
等
、
市
民
と
共
に
話

し
合
い
、
行
動
し
て
い
き
た
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

農
林
・
畜
産
 

広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
の
バ
イ

ォ
施
設
、
セ
ル
成
形
苗
シ
ス
テ
ム

が
、
い
よ
い
よ
本
格
始
動
す
る
こ

と
に
より
、高
収
益
作
物
の
普
及
・

生
産
・
出
荷
体
制
の
整
備
等
が
促

進
さ
れ
、
農
業
所
得
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
す
る

も
の
で
す
。
 

更
に
 
「公
共
牧
場
機
能
強化
事
 
 

業
」
「特
用
林
産
産
地
化
形
成
総
合

対
策
事
業
」
「津
軽
西
部
区
域
畜
産

基
地
建
設
事
業
」
等
を進
め
、
米
、
 

り
ん
ご以
外
に
も
可
能
性
を
求
め
、
 

足
腰
の
強い
農
業
を
目
指
し
ま
す
。
 

特
に
、
当
市
特
産
の
 
「赤
、
い

り
ん
ご
」
 
の
ワイ
ン
や
ジ
ャ
ム
は

全
国
的
に
も
注
目
を
浴
び
、
当
市

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

も
の
と
し
て
積
極
的
に
開
発
を
進

め
て
参
り
ま
す
。
 

商
・
工
業
 

高
度
な
商
業
集
積
を
構
築
す
る

エ
ル
ム
の
街
建
設
を
推
進
す
る
と

共
に
、
駅
前
の
旧
国
鉄
用
地
を
含

め
た
商
店
街
の
再
生
を図
り
、
ま

ち
全
体
が
魅
力
あ
る
商
業
空
間
を

形
成
す
る
よ
う
、「津
軽
平
野
み
ず

未
来
都
市
五
所
川
原
」
と
し
て
整

備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
 

景
気
低
迷
等
、
試
練
の
商
業
界

で
す
が
、
我
が
ま
ち
の
商
業
は
、
 

秀
れ
た
才
覚
と
、
進
取
の
気
風
を

も
っ
て
五
所
川
原
商
人
の
名
を
全

国
に
馳
せ
た
歴
史
と
伝
統
があ
り

ま
す
。
必
ず
や
、
乗
り
越
え
ら
れ

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
 

企
業
誘
致
は
依
然
好
調
で
、
平

成
三
年
に
於
け
る
出
荷
額
、
従
業
 
 

者
数
の
伸
び
率
は
、
県
内
で
は
最

高
と
な
り
、
工
業
団
地
の
第
二
期

拡
張
計
画
を
推
進
、
整
備
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。
 

文
化

・
イ
ベ
ン
ト
 

昨
年
開
催
さ
れ
た
 
「環
日
本
海

熱
気
球
選
手
権
」
 
の
成功
は
、
我

が
市
の
地
形
、
気
候
と
も
、
バ
ル
 

ー
ン
基
地
へ
の
可
能性
を
示
し
た

も
の
で
、
今
後
、
国
際
大
会
へ
の

発
展
と
、
市
の
活
性
化
へ
の
願
を

叶
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
いま
す
。
 

ま
た
 
「豊
暁
津
軽
平
野
へ
っ
ち

ょ
ま
つ
り
」
も
、
当
市
が
、
平
野

の
中
心
部
に
あ
る
こ
と
を
認
識
さ

せ
て
く
れ
る
と
と
も
に
、五
所
川

原
商
人
の
心
意
気
を
内
外
に
示
し

た
も
の
と
し
て
そ
の
意
義
は甚
大

な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

今
年
度
も
、
四
月
の
 
「ご
し
ょ

が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」
には
じ
ま
り
、
 

「赤
、
い
り
ん
ご
の
花
ま
つ
り
」
 

な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
観
光
の
領
域

に
高
め
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。
 

以
上
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政

を
展
開
し
、
輝
か
し
い
明
日
の
五

所
川
原
へ
向
け
て
、全
力
を
挙
げ

て
遭
進
し
て
参
り
ま
す
。
 

環 
境 

用
し
、
人
材
育
成
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
開
発
を
図

っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
更
に
地
域
の
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
す
る
た
め

「
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
」
「
福
山
消
防
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

置野
里
地
区
住
民
の
理
解
と
協
力

を
受
け
「
野
里
埋
立
地
最
終
処
分

場
施
設
」
の
基
本
設
計
に
入
る
予

定
で
す
が
、
環
境
問
題
は
、
単
に

施
設
建
設
の
み
で
な
く
、
資
源
の

有
効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
ゴ

ミ
の
減
量
化
等
、
市
民
と
共
に
話

し
合
い
、
行
動
し
て
い
き
た
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
林
・
畜
産

広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
の
バ
イ

オ
施
設
、
セ
ル
成
形
苗
シ
ス
テ
ム

が
、
い
よ
い
よ
本
格
始
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
収
益
作
物
の
普
及
・

生
産
・
出
荷
体
制
の
整
備
等
が
促

進
さ
れ
、
農
業
所
得
の
向
上
に
大

き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
す
る

も
の
で
す
。

更
に
「
公
共
牧
場
機
能
強
化
事

業
」
「
特
用
林
産
産
地
化
形
成
総
合

対
策
事
業
」
「
津
軽
西
部
区
域
畜
産

基
地
建
設
事
業
」
等
を
進
め
、
米
、

り
ん
ご
以
外
に
も
可
能
性
を
求
め
、

足
腰
の
強
い
農
業
を
目
指
し
ま
す
。

特
に
、
当
市
特
産
の
「
赤
1
い

り
ん
ご
」
の
ワ
イ
ン
や
ジ
ャ
ム
は

全
国
的
に
も
注
目
を
浴
び
、
当
市

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

も
の
と
し
て
積
極
的
に
開
発
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

高
度
な
商
業
集
積
を
構
築
す
る

エ
ル
ム
の
街
建
設
を
推
進
す
る
と

共
に
、
駅
前
の
旧
国
鉄
用
地
を
含

め
た
商
庖
街
の
再
生
を
図
り
、
ま

ち
全
体
が
魅
力
あ
る
商
業
空
間
を

形
成
す
る
よ
う
、
「
津
軽
平
野
み
ず

未
来
都
市
五
所
川
原
」
と
し
て
整

備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

景
気
低
迷
等
、
試
練
の
商
業
界

で
す
が
、
我
が
ま
ち
の
商
業
は
、

秀
れ
た
才
覚
と
、
進
取
の
気
風
を

も
っ
て
五
所
川
原
商
人
の
名
を
全

国
に
馳
せ
た
歴
史
と
伝
統
が
あ
り

ま
す
。
必
ず
や
、
乗
り
越
え
ら
れ

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
は
依
然
好
調
で
、
平

成
三
年
に
於
け
る
出
荷
額
、
従
業

者
数
の
伸
び
率
は
、
県
内
で
は
最

高
と
な
り
、
工
業
団
地
の
第
二
期

拡
張
計
画
を
推
進
、
整
備
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

文
化
・
イ
ベ
ン
ト

昨
年
開
催
さ
れ
た
「
環
日
本
海

熱
気
球
選
手
権
」
の
成
功
は
、
我

が
市
の
地
形
、
気
候
と
も
、
バ
ル

ー
ン
基
地
へ
の
可
能
性
を
示
し
た

も
の
で
、
今
後
、
国
際
大
会
へ
の

発
展
と
、
市
の
活
性
化
へ
の
願
を

叶
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
「
豊
能
津
軽
平
野
へ
っ
ち

ょ
ま
つ
り
」
も
、
当
市
が
、
平
野

の
中
心
部
に
あ
る
こ
と
を
認
識
さ

せ
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
五
所
川

原
商
人
の
心
意
気
を
内
外
に
示
し

た
も
の
と
し
て
そ
の
意
義
は
甚
大

な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
四
月
の
「
ご
し
ょ

が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」
に
は
じ
ま
り
、

「赤
1
い
り
ん
ご
の
花
ま
つ
り
」

な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
観
光
の
領
域

に
高
め
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

以
上
、
公
正
で
聞
か
れ
た
市
政

を
展
開
し
、
輝
か
し
い
明
日
の
五

所
川
原
へ
向
け
て
、
全
力
を
挙
げ

て
遁
進
し
て
参
り
ま
す
。

手成 5年4月1日3 
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川原市の特産品 

L'朔警讐 

市
立
高
等
看
護
学
院
卒
業
式
 

ー
希
望
の
旅
立
ち
ー
 

市の特産品 

「虫おくり染」 

ー市職員、技術習得の成果を報告一 

三
月
十
三
日
、
市
立
高
等
看
護

学
院
（
山
形
明
義
院
長
、
在
籍
学

生
八
十
四
名
）
の
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
二
十
七
名
の
院
生
が
新
し
い

旅
立
ち
の
と
き
を
迎
え
ま
し
た
。
 

就
職
先
は
、
県
内
の
病
院
等
が
十

六
名
、
県
外
は
十
一
名
と
な
り
ま

し
た
。
 

卒
業
生
を
代
表
し
て
、
松
本
有

加
さ
ん
は
、「今
は
看
護
の
あ
り
方

が
間
わ
れ
て
い
る
と
き
で
す
。
三

年
間
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
看

護
を
す
る
喜
び
を
大
事
に
が
ん
ば

っ
て
参
り
ま
す
」
 
と
、お
礼
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

青
森
県
工
業
試
験
場
樹
木
抽
出

成
分
開
発
指
導
チ
ー
ム
の
下
で
、
 

市
の
特
産
品
開
発
研
修
（
赤
、
い

り
ん
ご
等
の
木
染
技
術
を
習
得
）
 

を
し
て
き
た
木
村
智
明
さ
ん

（
市

商
工
観
光
課
職
員
）
は
三
月
十
八

日
、
働
く
婦
人
の
家
で
市
職
員
百

三
十
人
を
前
に
、
研
修
の
成
果
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
 

特
産
品
と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
 

時
代
の
要
求
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
、
 

地
域
性
・
快
適
性
の
あ
る
も
の
、
 

自
然
を
大
事
に
で
き
る
も
の
ー
と

い
う
観
点
か
ら
、
天
然
素
材
の
絹

の
木
染
め
に
決
ま
り
、
 

製
品
は
や
わ
ら
か
な
風

合
い
の
ハ
ン
カ
チ
と
、
 

ス
カ
ー
フ
と
な
り
ま
し

た
。
 

「虫
お
く
り
染
」
 
の

名
前
の
由
来
は
、
絹
を

樹
木
の
色
素
で
染
め
た

あ
と
、
防
菌

・
防
虫
に

秀
れ
て
い
る
、
青
森
ヒ

バ
の
抽
出
油
で
加
工
し

た
た
め
、
虫
が
つ
か
な

い
、
虫
を
追
い
払
う
と

い
う
こ
と
か
ら
、「虫
お

く
り
染
」
と
な
っ
た
も

の
で
す
。
 

             

           

  

踏切事故に気をつけまし

全国交通安全運動 4月6日～15日 

 

社
か

支
‘
 

亀
撃
 

秋
堂
 

、フ
 本
『
．
 

日
線

東
ヒヒ
 

」
・
、
 R
‘月
 

J
五
 

  

       

       

           
             

  

〇踏切では、いったん止って左右を確認。 

〇警報機が鳴り出したら、絶対踏切には入ら

ない。 横断中のときは、すみやかり渡る。 

〇線路内は歩かない。 線路を渡るときは、踏 

 

切を。 

〇線路の上では遊ばない。 石や彰りは絶対置か 

ない。 

踏切事故・鉄道妨害等をみんなで守りましょう。 

 

         

             

             

,
 

市
立
高
等
看
護
学
院
卒
業
式

ー
希
望
の
旅
立
ち
|

三
月
十
三
日
、
市
立
高
等
看
護

学
院

(山
形
明
義
院
長
、
在
籍
学

生
八
卜
四
名
)
の
卒
業
式
が
行
わ

れ、

ニ
ト
七
名
の
院
生
が
新
し
い

旅
立
ち
の
と
き
を
迎
え
ま
し
た
。

就
職
先
は
、
県
内
の
病
院
等
が
十

六
名
、
県
外
は
十

一
名
と
な
り
ま

し
た
。

卒
業
生
を
代
表
し
て
、
松
本
有

加
さ
ん
は
、
「
A
7
は
看
護
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
と
き
で
す
。

三

年
間
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
看

護
を
す
る
喜
び
を
大
事
に
が
ん
ば

っ
て
参
り
ま
す
」
と
、
お
札
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

り染」
市の特産品

「虫おく

松本有加 さん

一市職員、技術習得の成果を報告-

青
森
県
工
業
試
験
場
樹
木
抽
出

成
分
開
発
指
導
チ
l
ム
の
下
で
、

市
の
特
産
品
開
発
研
修

(赤

1
い

り
ん
ご
等
の
木
染
技
術
を
習
得
)

を
し
て
き
た
木
村
智
明
さ
ん
(
市

商
工
観
光
課
職
員
)
は
三
月
十
八

日
、
働
く
婦
人
の
家
で
市
職
員
百

三
十
人
を
前
に
、
研
修
の
成
果
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

特
産
品
と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

時
代
の
要
求
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
、

地
域
性
・
快
適
性
の
あ
る
も
の
、

自
然
を
大
事
に
で
き
る
も
の
ー
と

い
う
観
点
か
ら
、
天
然
素
材
の
絹

の
木
染
め
に
決
ま
り
、

製
品
は
や
わ
ら
か
な
風

合
い
の
ハ
ン
カ
チ
と
、

ス
カ
ー
フ
と
な
り
ま
し

た
。

「
虫
お
く
り
染
」
の

名
前
の
由
来
は
、
絹
を

樹
木
の
色
素
で
染
め
た

あ
と
、
防
菌

・
防
虫
に

秀
れ
て
い
る
、
青
森
ヒ

パ
の
抽
出
油
で
加
工
し

た
た
め
、
虫
が
つ
か
な

い
、
虫
を
追
い
払
う
と

い
う
こ
と
か
ら
、
「
虫
お

く
り
染
」
と
な

っ
た
も

の
で
す
。

つ踏切事故に気をつけましょ

全国交通安全運動 4月6日'-15日 JR東日本秋田支社
五能線営業所

切を。

0線路の上では遊ばない。石や物は絶対置か

ない。

踏切事故・鉄道妨害等をみんな で守りまし ょう。

0踏切では、いったん止って左右を確認。

0警 報機 が鳴り出したら 、絶対踏切には入ら

なしミ。横断 中のときは、すみやかり渡る。

0線路内は歩かない。線路 を渡るときは、踏
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梅田町内会・梅田分館共催 

地域g多1辺 

一書能大会 

舞台中央の絵は、慈眼寺（梅田）住職
三浦さんの作品です 

》り
 

平成 5 年 4 月1日 

「津
軽
三
味
線
」
沖
縄
の
空
に
響
く
 

や
 
が
 
じ
 

東
小
学
校
と
屋
我
地
小
学
校
（沖
縄
）の
芸
能
交
流
 

三
月
士

1百
、
沖
縄
の
屋
我
地

小
学
校
と
、
市
立
東
小
学
校
（
花

田

一
郎
校
長
、生
徒
数
七
十
七
人
）
 

の
交
流
の
模
様
が
、
衛
星
で
結
ば

れ
、
青
森
テ
レ
ビ
と
琉
球
放
送
に

よ
り
、
同
時
生
放
送
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
 

東
小
学
校
か
ら
は
、「東
小
学
校

三
弦
会
」
 
のメ
ン
バ
ー
十
四
人
に

よ
る
、
津
軽
三
味
線
が
、
屋
我
地

小
学
校
か
ら
は
、
沖
縄
蛇
味
線
が

そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
沖

縄
の
子
ど
も
達
へ
は
、
七
和
農
協

よ
り
リ
ン
ゴ
と
ジ
ュ

ー
ス
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
、
八

甲
田
山
の
雪
、
十
ト
ン
が
贈
ら
れ
 

三
味
線
は
、
私
も
P
T
A
会
長

の
福
士
さ
ん
も
や
っ
て
い
る
も
の

で
す
か
ら
、話
に
な
り
ま
し
て
、昨

年
の
二
月
、
児
童
の
コ
二
弦
会
」
の

誕
生
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
三
味
 
 

る
と
、
沖
縄
か
ら
は
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
、黒
砂
糖
、お
菓
子
が
贈
ら
れ
て

く
る
な
ど
、
郷
土
《l
k
能
に
よ
る
大

き
な
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
 

東
小
学
校
の
三
弦
会
は
、
昨
年

の
二
月
に
誕
生
、
四
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
十
四
人
の
児
童
が
福
士

晴
夫
さ
ん

（
P
T
A
会
長
）
を
講

師
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
演
奏
日
程
を
紹
介

し
ま
す
。
 

〇
四
月
「
百

（
土
）
 
市立
小
・
中

学
校
転
入
教
職
員
合
同
着
任
式
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
。
 

〇
四
月
十
七
日
（
土
）
 
梅ま
つ
り

会
場
（
市
内
神
山
）
開
会
式
後
。
 

線
は
ば
ち
で
た
た
く
よ
う
に
弦
き

ま
す
が
、
沖
縄
の
蛇
味
線
は
、
琴
フ

の
爪
で
弦
き
ま
す
の
で
音
が
全
く

違
う
ん
で
す
ね
。
子
供
達
は
こ
れ

ま
で
、「リ
ン
ゴ
節
」
と
「津
軽
甚
句
」
 

（
どだ
れ
ば
ち
）
は
マ
ス
タ
ー
し
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
 
「じ
ょ
ん
が

ら
節
」
 
に挑
戦
で
す
。
み
ん
な
、
 

上
達
が
と
て
も
早
い
ん
で
す
よ
。
 
 

藤
桃
太
郎
分
館
長
）
。今
年
で
八
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
 

梅
田
児
童
館
、
梅
泉
小
学
校
、
 

栄
幸
園
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

と
、
梅
沢
支
所
の
ス
テ
ー
ジ
い
っ

ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
演
技
に

観
客
は
大
よ
ろ
こ
び
。
 

前
田
さ
ん
は
「
大
人
も
子
供
も

一
緒
に
参
加
す
る
、
こ
の
よ
う
な

町
内
の
行
事
は
、
子
供
達
に
と
っ

て
、
将
来
、
い
い
思
い
出
に
な
る

と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
 

昨
年
九
月
よ
り
実
施
さ
れ
た
、
 

学
校
の
週
休
一
百
制
の
意
義
を
感

じ
さ
せ
る
、
い
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
 

三
月
十
四
日
、
歌
、
お
ど
り
、
 

劇
と
、
メ
ニ
ュ
ー
た
っ
ぶ
り
の
、
 

町
内
総
出
の
楽
し
い
芸
能
大
会
を

開
催
し
た
の
は
、梅
田
町
内
会
（
前

田
忠
吏

云
長
）と
梅
田
分
館
（
佐
 

花田校長 

（談） 

「、
津
軽
三
味
線
」
沖
縄
の
空
に
響
く

東
小
学
校
と
屋
我
地
小
学
校
(
沖
縄
)
の
芸
能
交
流

三
月
十
三
日
、
沖
縄
の
屋
我
地

小
学
校
と
、
市
立
東
小
学
校
(
花

田

一
郎
校
長
、
生
徒
数
七
十
七
人
)

の
交
流
の
模
様
が
、
衛
星
で
結
ば

れ
、
青
森
テ
レ
ビ
と
琉
球
放
送
に

よ
り
、
同
時
生
放
送
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

東
小
学
校
か
ら
は
、
「
東
小
学
校

三
弦
会
」
の
メ
ン
バ
ー
十
四
人
に

よ
る
、
津
軽
三
味
線
が
、
屋
我
地

小
学
校
か
ら
は
、
沖
縄
蛇
味
線
が

そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
沖

縄
の
子
ど
も
達
へ
は
、
七
和
農
協

よ
り
リ
ン
ゴ
と
ジ
ュ
ー
ス
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

他
に
、
八

甲
田
山
の
雪
、
十
ト
ン
が
贈
ら
れ

花田校長

(談)

三
味
線
は
、
私
も
P
T
A会
長

の
福
士
さ
ん
も
や
っ
て
い
る
も
の

で
す
か
ら
、
話
に
な
り
ま
し
て
、
昨

年
の
二
月
、
児
童
の
「
三
弦
会
」
の

誕
生
と
な

っ
た
も
の
で
す
。
三
味

る
と
、
沖
縄
か
ら
は
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
、
黒
砂
糖
、
お
菓
子
が
贈
ら
れ
て

く
る
な
ど
、

郷
土
芸
能
に
よ
る
大

き
な
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

東
小
学
校
の
三
弦
会
は
、
昨
年

の
二
月
に
誕
生
、
四
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
十
四
人
の
児
童
が
福
士

晴
夫
さ
ん

(P
T
A会
長
)
を
講

師
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
演
奏
日
程
を
紹
介

し
ま
す
。

O
四
月
三
日
(土
)
市
立
小
・
中

学
校
転
入
教
職
員
合
同
着
任
式
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
。

O
四
月
十
七
日
(土
)

梅
ま
つ
り

会
場
(
市
内
神
山
)
開
会
式
後
。

線
は
ば
ち
で
た
た
く
よ
う
に
弦
き

ま
す
が
、
沖
縄
の
蛇
味
線
は
、
琴

の
爪
で
弦
き
ま
す
の
で
音
が
全
く

違
う
ん
で
す
ね
。
子
供
達
は
こ
れ

ま
で
、
「
リ
ン
ゴ
節
」
と
「
津
軽
甚
句
」

(
ど
だ
れ
ば
ち
)は
マ
ス
タ
ー
し
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
「
じ
ょ
ん
が

ら
節
」
に
挑
戦
で
す
。
み
ん
な
、

上
達
が
と
て
も
早
い
ん
で
す
よ
。

梅田町内会・梅田分館共催

藤
桃
太
郎
分
館
長
)
。
今
年
で
八
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

梅
田
児
童
館
、
梅
泉
小
学
校、

栄
幸
園
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

と
、
梅
沢
支
所
の
ス
テ
ー
ジ
い
っ

ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
演
技
に

観
客
は
大
よ
ろ
こ
び
。

前
田
さ
ん
は
「
大
人
も
子
供
も

一
緒
に
参
加
す
る
、
こ
の
よ
う
な

町
内
の
行
事
は
、
子
供
達
に
と

っ

て
、
将
来
、
い
い
思
い
出
に
な
る

と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

三
月
十
四
日
、
歌
、
お
ど
り
、

劇
と
、
メ
ニ

ュ
ー
た
っ
ぷ
り
の
、

町
内
総
出
の
楽
し
い
芸
能
大
会
を

開
催
し
た
の
は
、
梅
田
町
内
会
(前

田
忠
孝
会
長
)
と
梅
田
分
館

(佐

昨
年
九
月
よ
り
実
施
さ
れ
た
、

学
校
の
週
休
二
日
制
の
意
義
を
感

じ
さ
せ
る
、
い
い

一
日
と
な
り
ま

し
た
。

舞台中央の絵は、慈眼寺(梅田)住職

三浦さんの作品です

平成5年4月1日5 
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農業後継者に 

出合いのひとときを 

市農業委員会 

「若者交流パーティ」を開催 

《
 

私
達
の
作
品
、
見
て
下
さ
い
 

手
づ
く
り
は
 

楽
し
く
、
 

三
月
十
日
、
く
る
み
園

（
市
立

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
の
入
居
者
五

十
人
に
よ
る
、
作
品
展
示
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
週
三
回
た
の
し
く
行

っ
て
い
る
絵
や
川
柳
な
ど
、
ク
ラ

ブ
活
動
で
の
、
日
頃
の
成
果
の
発

表
と
な
っ
た
も
の
で
、
今
年
で
五

回
目
の
発
表
と
な
り
ま
す
。
 

会
場
に
は
、
入
居
者
全
員
が
、
 

半
年
が
か
り
で
卵
の
殻
を
張
り
つ

け
て
作
っ
た
と
い
う
色
鮮
や
か
な
 

最
高
で
す

ー
 

畳
一
丁
程
の
大
き
さ
の
壁
画
、
 

「虫
お
く
り
」
を
は
じ
め
、
小
物

入
れ
、
人
形
な
ど
の
手
芸
品
、
川

柳
、
俳
句
、
絵
画
、
書
道
な
ど
を

展
示
、
訪
れ
た
市
民
は
、
そ
の
作

品
の
見
事
さ
に
、
す
っ
か
り
感
心

し
て
い
ま
し
た
。
 

又
、
市
老
連
に
よ
る
、
演
芸
や
、
 

そ
ば
、
う
ど
ん
の
模
擬
店
も
設
け

ら
れ
、
入
居
者
は
、
 一
般
市
民
と

の
、
楽
し
い
ふ
れ
合
い
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

で
愛
・
ふ
れ
愛
・
め
ぐ
り
愛
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
 

「若
者
交
流
パ
ー
テ
ィ
」
 
には
、
西
北
か
ら
約
五
十
人
の

若
者
が
参
加
、
出
合
い
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

泉
谷
正
志
農
業
者
年
金
協
会
会
長
は
 
「今
は
地
元
の
良

さ
が
見
直
さ
れ
て
い
る
と
き
で
す
。
都
会
ば
な
れ
の
U
タ
 

ー
ン
者
も
増
え
て
い
ま
す
a
 

若
者
が
み
ん
な
で
協
力
欠
ロ
い
、明
日
の
農
業
社
会
を
明

る
い
も
の
に
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
 

司
会
に
は
、
青
森
放
送
の
上
明
戸
華
恵
さ
ん
を
迎
え
、
 

ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム

更
に
告
白
タ
イ
ム
と
続
き
ま
し
た
。
 

参
加
者
達
は
、
歓
談
す
る
う
ち
、
次
第
に
打
ち
解
け
、
 

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
い
い
ム
ー
ド
と
な
り
、
主
催
者
側
も
、
 

ほ
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。
 

【
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、
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ら
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五
十
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の
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が
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、
出
合
い
の
ひ
と
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を
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み
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谷
正
志
農
業
者
年
金
協
会
会
長
は
「
今
は
地
元
の
良

さ
が
見
直
さ
れ
て
い
る
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都
会
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な
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の

U
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が
み
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協
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い
、
明
日
の
農
業
社
会
を
明

る
い
も
の
に
し
て
ほ
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い
」
と
あ
い
さ
つ
を
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。
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会
に
は
、
青
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の
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明
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、
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、
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、
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に
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白
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続
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し
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。

参
加
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達
は
、
歓
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す
る
う
ち
、
次
第
に
打
ち
解
け
、

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
い
い
ム

l
ド
と
な
り
、
主
催
者
側
も
、

ほ
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。

私
達
の
作
品
、

|
手
"
つ
く
り
は

楽
し
く
、

三
月
十
日
、
く
る
み
園
(
市
立

長
諮
老
人
ホ
l
ム
)
の
入
居
者
五

十
人
に
よ
る
、
作
品
展
示
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
週
三
回
た
の
し
く
行

っ
て
い
る
絵
や
川
柳
な
ど
、
ク
ラ

ブ
活
動
で
の
、
日
頃
の
成
果
の
発

表
と
な
っ
た
も
の
で
、
今
年
で
五

回
目
の
発
表
と
な
り
ま
す
。

会
場
に
は
、
入
居
者
全
員
が
、

半
年
が
か
り
で
卵
の
妓
を
張
り
つ

け
て
作
っ
た
と
い
う
色
鮮
や
か
な

見
て
下
さ
い

最
高
で
す
l

畳

一
丁
程
の
大
き
さ
の
壁
画
、

「
虫
お
く
り
」
を
は
じ
め
、
小
物

入
れ
、
人
形
な
ど
の
手
芸
品
、

川

柳
、
俳
句
、
絵
画
、
書
道
な
ど
を

展
示
、
訪
れ
た
市
民
は
、
そ
の
作

品
の
見
事
さ
に
、
す

っ
か
り
感
心

し
て
い
ま
し
た
。

又
、
市
老
連
に
よ
る
、
演
芸
や
、

そ
ぱ
、
う
ど
ん
の
模
擬
庖
も
設
け

ら
れ
、
入
居
者
は
、

一
般
市
民
と

の
、
楽
し
い
ふ
れ
合
い
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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私
の
風
景
 

、
 

野
 
呂
 
富
 枝
さ
ん
 

（
市
内
吹
畑
藤
巻
一
四
七

ノ
三
）
 

「鎌
谷
橋
に
停
っ
て
」
 

鎌
谷
町
通
り
を
過
ぎ
る
と
、
 

ゆ
っ
た
り
と
し
た
流
れ
の
十
川

に
つ
き
当
る
。
対
岸
の
松島
団

地
方
面
と
鎌
谷
町
を繋
ぐ
鎌
谷
 

橋
。
こ
の
橋
が
架
け
変
え
ら
れ

て
十
七
年
ほ
ど経
っ
た
。
こ
の

橋
か
ら
見
る
川
の
流
れ
は
一
見

静
か
に思
え
る
が
、梅
雨
時
には
 

降
り
続
い
た
雨
が
溢
れ
水
禍
の

川
と
化
す
恐
しさ
を
も
秘
め
て

い
る
。
釣
り
場
と
し
て
も
人
気

が
あ
り
、
み
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
草

薮
に
座
っ
て
い
る
人
々
の
姿
を

見
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
 

十
年
ほ
ど前
こ
の
川
に
白
鳥

が
飛
来
し
て
き
た
事
があ
った
。
 

十
羽
ほ
ど
の
白
鳥
が
、
次
々
と

川
面
に
降
り
来
て
は
晴
き
交

す
賑
わ
い
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ

餌
を
奪
い
合
う
姿
な
ど
目
の
当

り
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の

後
白
鳥
は
数
を増
し
毎
年
飛
来

す
る
様
に
な
っ
て
い
た
が
、
三

年
ほ
ど
前
か
ら
一
羽
も
姿
を現

わ
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

あ
る
日
、
川
の
上
空
を
、
一
一

羽
の
白
鳥
が
旋
回
し
て
い
た
の

を
見
た
。
戻
っ
て
来
る
兆
し
か
 

も
 

。
 

白
鳥
の
白
にも
似
た
雪
が枯
 

葦
の
穂
に光
っ
て
い
た
。
 

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
、四
月
の
定
期
支
払
（
四

月
十
一
日
から
支
払
い
開
始
）
 

を
受
け
取
っ
た
ら
、「国
民
生
金

証
書
」
を
市
役
所
国
民
年
金
係
、
 

ま
た
は
各
支
所
ま
で
必
ず
も
っ

て
き
て
く
だ
さ
る
よ
う
お願
い

し
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
物
価
上
昇
に
伴
い

増
額
し
た
新
任
金
額
で
の
支
払

金
額
を
平
成
五
年
八
月
の
支
払

欄
に
記
入
す
る
た
め
で
す
。
提

出
し
な
い
と
八
月
の
支
払
い
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
他
の
公
的
生
金

（厚

生
生
ム」
、恩
給
な
ど
）
も
い
っ

し
ょ
に
受
け
て
い
る
方
は
、
公

的
生
金
の
「
年
金
額
改
定
通
知

書
」
が
届
き
次
第
、
国
民
年
金

証
書
に
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

老齢福祉

年金証書

を提出し

ましよう 

句 

俳 
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，

‘
 

（
善
意
の
花
か
ご
）
 

＠
ふ
る
さ
と
交
流圏
民
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
合
同
除
厄
祈
願
祭
実行
委
員
会
（
桑田
茂
樹
委
員
長
）
廿
四
 

万
五
千
二
百
十
円
 

＠
社
会
福
祉
へ
 

〇
清
野
又
一
氏
（市
内
若
葉
一
丁
目
四
ー
一
〇）
廿
五
万
円
 

「電
話
お
願
い
手
帳
」
、ご
存
知
で
す
か
 

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
か
 
は
、
次
の
場
所
に
備
え
て
い
ま

ら
こ
の
手
帳
を
示
さ
れ
た
ら
、
 
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。
 

か
わ
り
に
電
話
を
か
け
て
下
さ
 
市
役
所
廿
三
五
ー
ニ
一
一
一
番
 

い
。
 

福
祉
事
務
所
h
（
内
線
一
一
四
三
）
 

電
話
を
か
け
た
い
相
手
方
が
 
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

一
目
でわ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
 

。
内
線
（
二
九八
番
）
 

い
ま
す

0
 

総
合
サ
ー
ビ
ス
課
 

又
、

こ
の
手
帳
を
必
要
な
方
 

廿
内
線
（
二
八
二
番）
 

津
軽
鉄
道
 
水
車
吟
社
 

寒
の
鯉
沈
む
く
ろ
が
ね
新
十
川
 

佐
々
木
夢
衣
 

俗
名
で
母
を
迎
え
る
初
彼
岸
 

工
藤
 
仙
峯
 

春
雪
に
駅
立
つ
顔
や孫
の
勝
つ
 

三
和
 
千
寄
 

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
流
れ
た
る
雪

濁
り
 
大

屋
久
美
子
 

椿
の
花
土
地
に
生
きた
し
降
り

続
く
 

小
野
 
雪
村
 

椿
の
花
風
の
絶
ゆ
れ
ば
な
ほ
さ

び
し
 

成
田
 
慶
淳
 

格
の
花
吹
雪
の
峰々

楚
珠
山
 

高
橋
 
鉄
輪
 

地
は
白
魔
神
秘
漂
う
精
の
花
 

工
藤
 
暁村
 

し
ん
し
ん
と
聖
な
る夜
明
け
格

の
花
 

対
馬
 
障
子
 

風
音
の
梢
に
舞
え
り
ひ
ば
の
花
 

内
山
 
濡村
 

ぼ
く
と

つ
 
そ

士
 
ふ
 

朴
諭
な
柚
夫
の
語
り
椿
の
花
 

三
和
 
璽
村
 

私
の
風
且
明野

呂

富

枝

さ

ん

(
市
内
吹
畑
藤
巻
一
四
七
ノ
一
ニ
)

「
鎌
谷
橋
に
停
っ
て
」

鎌
谷
町
通
り
を
過
ぎ
る
と
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
流
れ
の
十
川

に
つ
き
当
る
。
対
岸
の
松
島
団

地
方
面
と
鎌
谷
町
を
繋
ぐ
鎌
谷

橋
。
こ
の
橋
が
架
け
変
え
ら
れ

て
十
七
年
ほ
ど
経
っ
た
。
こ
の

橋
か
ら
見
る
川
の
流
れ
は
一
兄

静
か
に
田
中
え
る
が
、
梅
雨
時
に
は

降
り
続
い
た
雨
が
溢
れ
水
禍
の

川
と
化
す
恐
し
さ
を
も
秘
め
て

い
る
。
釣
り
場
と
し
て
も
人
気

が
あ
り
、
み
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
草

蔽
に
座

っ
て
い
る
人
々
の
姿
を

見
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。

十
年
ほ
ど
前
こ
の
川
に
白
鳥

が
飛
来
し
て
き
た
事
が
あ
っ
た
。

十
羽
ほ
ど
の
白
鳥
が
、
次
々
と

川
面
に
降
り
来
て
は
暗
き
交

す
賑
わ
い
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ

餌
を
奪
い
合
う
姿
な
ど
目
の
当

り
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の

後
白
鳥
は
数
を
増
し
毎
年
飛
来

す
る
様
に
な
っ
て
い
た
が
、
三

年
ほ
ど
前
か
ら

一
羽
も
姿
を
現

わ
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

あ
る
日
、

川
の
上
空
を
、
二

羽
の
白
鳥
が
旋
回
し
て
い
た
の

を
見
た
。
戻
っ
て
来
る
兆
し
か

も・・:::・
。

白
鳥
の
白
に
も
似
た
雪
が
枯

去
の
穂
に
光

っ
て

い
た
。

老齢福祉

年金証書

を提出し

ましょう

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
、
四
月
の
定
期
支
払
(四

月
十

一
日
か
ら
支
払
い
開
始
)

を
受
け
取
っ
た
ら
、
「
国
民
年
金

証
苫
」
を
市
役
所
国
民
年
金
係
、

ま
た
は
各
支
所
ま
で
必
ず
も
っ

て
き
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

善
意
の
花
か
ご

こ
れ
は
、
物
価
上
昇
に
伴
い

増
額
し
た
新
年
金
額
で
の
支
払

金
額
を
平
成
五
年
八
月
の
支
払

欄
に
記
入
す
る
た
め
で
す
。
提

出
し
な
い
と
八
月
の
支
払
い
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
他
の
公
的
年
金

(厚

生
年
金
、
恩
給
な
ど
)
も
い
っ

し
ょ
に
受
け
て
い
る
方
は
、
公

的
年
金
の
「
年
金
額
改
定
通
知

苫
」
が
届
き
次
第
、
国
民
年
金
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S
に
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
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電
話
お
願
い
手
帳
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、
ご
存
知
で
す
か

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
か
は
、
次
の
場
所
に
備
え
て
い
ま

ら
こ
の
手
帳
を
示
さ
れ
た
ら
、
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

か
わ
り
に
電
話
を
か
け
て
下
さ
市
役
所
合
三
五
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。
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ワープ口長期技術講習会 

（就業に役立つ技術をマスターしませんか） 

レ日 	日寺 

自平成 5 年 5 月18日（火n 午育fr9日寺30う｝から午

至平成 5 年 7 月14日（水）」後15時30分、21日間

レ場 所 青森職業訓練短期大学校 

五戸斤川原市大字飯詰字狐野171-2 
レI応募資格 ワープロの操作法を習得し、就業

に役立てたい、45歳までの婦人で、所定の日

程を出席できる人。 

レ募集人員 20人 

レ受 講料 無恥I（但し、教材費3,000円） 

レ申し込み先と間い合わせ 青森県婦人就業援

助センター 五所川原駐在所 佐々木相談員 

’レ認駕5-器 5 年 4 月30日 
レ修了証書の交付 所定の講習を糸冬了した方に 

は、閉講式において交付する。 

レ持参するもの ノート、筆記用具 

）実施主体 青森県婦人就業援助センター 

レ後 援 五所川原市・青森職業訓練短期大 

学校 

ごしょがわら梅まつり県下川柳大会 

川柳岩木吟社 

レ日 時 平成 5 年 4 月25日（日）午後 1時 

レ会 場 コミュニティセンター長橋 

※ 12時に市役所前からバスが出ますのでご利 

用ください。（無料） 

）会 費 1 ,000円（懇親会を含む） 

レ宿 題 三句吐 

「育てる」 太田北歩選（鶴田町） 

「 橋 」 青山一粋選（板柳町） 

・・ 	「発 展」 加藤彩人選（五所川原市） 

＞席 題 一題共選三句日土（選者は当日出席者より） 

D表 彰 宿席題合点、市長杯以下10位まてる 

レ問い合わせ 五所川原市役所OB ルーム 

沢田（内線325番） 

レ後 援 五所川原i有 

	交通安全は家庭から 

塞週郵故認観 
（平成 5 年 3 月21日現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

県 内 五所川原市管内 
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( ）内は前年対比。 
、、 	 ドアしめて ベルトをしめて 気をしめて 

r200ボルト」 

電気機器を使った料理教室 

レ日 時 

(1) rAコース」 

4 月28日（水）、 5 月19日（水）、 6 月 2 日（水） 

(2) rBコース」 

4 月30日（金）、 5 月20日（木）、 6 月16日（水） 

A ・Bとも10時～13時（コースもメニューも 

同じJ 
レ会 場 東北電力卿五所川原営業所 2 階電 

化教室（五所川原市田町113-1) 

レ講 師 （掬電力ライフ・ク I)エイ ト青森営業 

所のライフ・クリエイターく〕 

ン募集人員 両コースとも15名、合計30名く〕 

（初めて参加される方を優先） 

レ教材費 1 , 500円（ 3 回分） 

レ申し込み方法 4 月13日（メく）（どちらかのコー 

スを電話で） 

ン申し込み先 お客さまサービス課 

廿 35-21 51（内線335) 

" 	 , I 広報「ごしょがわら」より I 
I 次の原稿を募集します~ 
、 	 、 

' 	 ( 
I 

話募 （ 
番作 （ 
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平成 5 年 4 月 1日 

i200ボルト」
電気機器を使った料理教室

ワープロ長期技術講習会
(就業に役立つ技術をマスターしませんか)

[>日時

(1) r A コース」

4月28日ω。、
(2) rBコース」

4月30日後う、 5月20日(木)、 6月16自体)

A.Bとも10日寺-13日寺 (コースもメニューも

同じ。)

じ〉会場東北電力側五所川原営業所

化教室 ( 五 所 川 原 市 田町 113-1)

仁〉講師側電力ライフ・クリエイト青森営業

戸斤のライフ・クリエイター。

[>募集人員 両コースとも15名、合計30名 。

(初めて参加される方を優先)

[>教材費 1，500円 (3回分)

[>申し込み方法 4月13日伏)

スを電話で)

[>申し込み先 お客さまサービス課

宮 35-2151 (内線335)

6月 2日(水)

2階電

(どちらかのコー

5月19日(水〉、

[>日 時

自平成 5年 5月18日伏)1午前 9時 30分から午

至平成 5年 7月14日(水)I後 15時30分、 21日間

[>場 所 青森職業訓練短期大学校

五所川原市大字飯詰字狐野171-2

b応 募資格 ワープロの操作法を習得し、就業

に役立てたい、45歳までの婦人で、所定の日

程を出席できる人。

[>募集人員 20人

[>受講料無料 (但し、 教材費3，000円)

[>申し込み先と問 い合わせ 青森県婦人就業援

助センタ一 五所川原駐在所佐々木相談員

霊堂0173-35-8898

[>申込〆切平成 5年 4月30日

[>修了証書の交付所定の講習 を終了した方に

は、開講式にお いて交付す る。

仁〉持参するもの ノー ト、筆記用具

[>実施主体 青森県婦人就業援助センタ ー

[>後 援 五所川原市・ 青森職業訓練短期大

学校
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ごしょがわら梅まつり県下川柳大会
川柳岩木吟社

[>日時 平成 5年 4月25日(日)午後 1時

じ〉会 場 コミュニティセンター長橋

※ 12時に市役所前からパスが出ますのでご利

用ください。 (無料)

仁〉会費 1，000円(懇親会を含む)

b宿 題 三 句吐

「育て る」太田北歩選(鶴田町)

「 橋 」青山一 粋選(板柳町)

「発展」加藤彩人選(五所川原市)

[>席 題 ー題共選三句吐(選者は当日出席者より)

[> 表彰宿席題合点、市長杯以下10位まで

[>問い合わせ 五所川原市役所OBルー ム

沢田(内線325番)

五所川原市

交通安全は家庭から

援

県 内 五所川原市管内

発生
1 ， 466 6 7 

(-3 9) (-1 7) 

死者
1 9 1 

(+ 4) (+ 1) 

1M者
1 ， 798 7 9 

(-2 4) (-2 1) 

[>後!

8 平成 5年4月1日

ドアしめてベルトをしめて気をしめて



募集します 

50歳からの大学 

平成5年度 

あすなろ尚学院五所川原校 

ーみのりある、豊かなくらしを― 

レ期 間 

平成 5 年 5 月～12月（ 1ケ月に 4- 5 日程度） 

レ場 所 

五所川原市中央公民館（五所川原市鎌谷町） 

レ内 容 

q建康」「文化」「歴史」「産業経済」 の 4 科目 

を各15時間（年間60時間） とクラブ活動等 

※学習内容の詳細は、五所川原市教育委員会 

で配布している募集要項を御覧ください。 

D募集人員 

西北地区全体で、50歳以上の方40人 

（多数の場合は抽選） 

ン申し込み 

平成 5 年 4 月12日（月）~23日（金） 

レ間い合わせ先 

教育委員会社会教育課（内線250番） 

JR東日本秋田支社 

社外モニター 
1 ．応募方法 

次のテーマの中から 1つを選んで、意見を 

400字詰め原稿用紙1枚程度にまとめ履歴書 

刻司封し、 4 月10日まてネお送り下さい。 

〇テーマ 「列車時刻について J 

「社員のI志対について二 

嘱尺・車内設備について」 

「乗車マナーについて」 

〇送付先 秋田市中通 7 丁目1番1号 

JR秋田支社運輸部サービス課 

2 ．モニターへの依頼内容 

OJR東日本秋田支社からの設定テーマにつ 

いて、年 4回程度のご意見を400字詰め原稿 

用紙1枚程度にまとめ、 JR東日本秋田支 

社にお送りしていただきます。 

〇委託期間は、平成 5 年 4 月1日から 1年間 

とします。 

04 月と翌年の 3 月に懇談会を開催します。 

〇若干の謝礼をいたします。 

9 平成 5 年 4 月 1日 

青森県婦人の船 
ン時 期 9 月21日（刃--23日（わ 2 マ白 3 日 

）コース 青森港一東京港晴海埠頭 

レ対象人員 県内に居イ主する1既ね30歳から60歳

までの女性。 五所川原市 7 人。 

レテーマ 女性の積極的な社会参加を進めるた

め 

レ参加申込み 平成 5 年 5 月 1日～ 5 月31日

レ参加負担金 1人24,000円 

レ参加資格 「婦人の船」 の一般団員は、次の

各号に該当する女」生であって、居住する市町

村長の推薦を受けた者の中から、知事が選考

した者とする。 

(1） 県内に雇打主する1既ね30歳から満60歳（平 ' 
成 5 年 4 月 1日現在） まて各の者 

(2） 船内生活に適j応でトきる、心身共に健康な

者 

(3) 船内での目程に従って規律ある行動がで

き、かつ協調性に富み、団体生活に積極的

に参加でトきる者 

(4） 洋上研修終了後、それぞれの地域、職場

婦人団体等において、活発な活動が期待てな

きる者 

ン問い合わせ 総合サービス課（内線281番） 

青森県青年海外派遣 

第5回 「青森県青年の船」 
―洋 Lでのたのしい語らいと国際交流を 

レ実施期間 

平成 5 年 9 月12日（日）~25日（土） 14日間 

レ訪間国及び訪間先 

中華人民共和国（天津、北京） 

大韓民国（釜山、慶州、 ソウル、仁川） 
	, 

レ募集人員 15名（県全イ本400名） 

レ募集期間 平成 5 年 4 月1日～ 4 月30日 

レ経 費 f固人負担163,000円（ 1人当り経費 

624,017円で、 うち県市負担461,017円） 

＞」応募資格 市内に居イ主し、概ね20歳から30歳 

まて％ 

レ申し込み・間い合わせ先 

市中央公民館（廿35-6056) 

回腕審固冒 
レ受験資格 S41年 4 月 2 日へ一 S 47年 4 

月 1 日までに生れた方で大学卒業程度

レ願書受付 5 月 6 日（木）~5月17日（月） 

レ第一次試験 6 月19日（」二）・ 6 月20日（日） 

レ申し込みと間い合わせ イ山台国税局人 

事二課 o022-263-1111（内線3236) 

募集します

50歳からの大学

平成5年度

あすなろ尚学院五所川原校

ーみのりある、控かなくらしを-

b期間

平成 5年 5月-12月(1ヶ月に 4-5日程度)

c>場所

五所川原市中央公民館(五所川原市鎌谷町)

c>内容

「健康_ji文化_ji歴史_ji産業経済」の 4科目

を各15時間(年間60時 間)と クラブ活動等

※学習内存の詳細は、五所川原市教育委員会

で配布している募集要項を御覧 くださいo

b募集人員

西北地区全体て，_ 50歳以上の方40人

(多数の場合は抽選)

c>申し込み

平成 5年 4月12日(月)-23円(鎚

c>問い合わせ先

教育委員会社会教育課(内線250番)

JR東日本秋田支社

社外モニタ
1 .応募方法

次のテーマの中から 1つを選んで、意見を

400字詰め原稿用紙 1枚程度にまとめ履歴書

を同封し、 4月10日までお送り下さい。

0テーマ 「列車時刻について」

「社員の応対について」

「駅 ・車 内設備 について」

「乗車マナー について」

0送付先 秋田市中通 7丁目 1醤 1号

JR秋田支社運輸部サービス謀

2.モニターへの依頼内容

O JR東日本秋田支社からの設定テーマにつ

いで、年4回程度のご意見を400字 詰め原稿

用紙 1枚程度にまとめ、 JR東 日本秋田支

社にお送りし て いただきます。

0委託期聞は、 平成 5年 4月 1日から 1年間

としますー。

0 4月と翌年の 3月に懇談会を開催します。

0若干の謝礼をいたします。

9 手成 5年 4月1日

青森県婦人の船
じ〉時期 9月21日仇)-23日(木) 2泊 3日

c>コース 育森港東京港晴海埠頭

c>対象人員 県内に居住する概ね30歳か ら60歳

までの女性。五所川 原市 7人 o

bテ ーマ 女性の積極的な社会参加を進めるた

め

じ〉参加申込み 平成 5年 5月 1日- 5月31日

c>参加負担金 1人24，000円

c>参加 資格 「婦人の船」の一般団員は、次の

各 号に 該当 する 女性 であ って 、 居 住 す る 市 町

村 長 の 推 薦 を 受 け た 者 の 中 か ら 、 知 事 が 選 考

した者とする。

(1) 県内に居住する概ね30歳から満60歳(平

成 5年 4月 1日現在)までの者

(2) 船内生活に適応、できる、心身共に健康な

者

(3) 船内での回程に従って規 律あ る行 動が で

き、 か つ協調性に富み、団体生活に積 極的

に 参加できる者

(4) i羊 ヒ石~修E車冬了 1& 、 それそザれの土也品或、 耳哉I易

1t，It入 団 体 等に おい て、 活発 な活 動が 期待 で

きる者

じ〉問 い 合 わ せ 総合 サー ビス課(内線281番)

青森県青年海外派遣

第5回「青森県青年の船」
一洋上でのたのしい語らいと岡際交流を-

b実 施 期 間

平成 5年 9月12日(日)-25日ω 1 4日間

c>訪 問 国 及 び 訪 問 先

大 韓 民 国 ( 釜山、慶州、 ソウル、仁川1)

中 華 人 民 共和国 (天津、北京)

c>募集人員 15名 (県全体400名)

c>募集期間平成 5年 4月 1日- 4月30日

1>経 費 個 人負担163，000円 (1人 当 り経費

624，017円 で、 うち県市負担461，017円)

じ〉応 募 資 格 市 内に居住し、概ね20歳か ら30歳

ま で。

c>申し込み ・問い合わせ先

「行中央公民館(宮 35-6056)

園田思岡田
c>受験資格 S41年 4月 2日- S47年 4

月 1日までに生れた方で大学卒業程度

c>願書受付 5月 6日(木)- 5月17日(月)

c>第一次試験 6月19日ω.6月20日(日)

c>申 し込 みと 問い 合わ せ 仙 台国税局 人

事二課 ft022-263-1111 (内線3236)



平成5年度 犬の集合登録と狂犬病予防注射 

レ犬の登録および狂犬予防注射は年1回です。 

区 分 金 	額 

注 射 手 数 料 2,780円 

登 録 料 2,1 00円 

計 4,880円 

※ 8 月1日以降個別で実施する場合は、 

5,580円となります。7 月31日まてふに必ず実施

してください。 

※登録しなかったり注射を受けなかったりしま 

すと、狂犬病予防法違反で罰則の対象とな‘J 
ますので、必ず受けるようにしてください。 

⑨狂犬病予防注射日程表 

月日 場 	 所 時 	間 

4
月
1
5H
困
 

持 子 沢 集 	会 所 前 9 】30- 9 】50 
羽野木沢 コ ミセ ン七和前 10: 00-- 10: 30 
中 	泉 集 会 所 前 10: 40-11 :10 
梅 	田 コ ミセ ン梅沢前 ii: 20-11 : 50 

ク 成田理容 所前 13: 00-13: 20 
みどり町 コミセンさかえ前 13: 30-15: 00 

4
月
1
6
 

 

福 	山 農産物加工センター前 9:30- 9:50 
野 	里 野里公 民 館 前 10: oo~io: 30 
神 	山 松 野 商 店 前 10: 40--il : 00 
松 野 木 長 尾 商 店 前 ii: i0-1i : 30 
福 	岡 佐々 木商 店 前 ii : 40-12: 00 

回
  

若 	山 集 会 所 前 13: 15--13: 30 
戸 	沢 斎藤精米所前 13: 40--14: 00 

4
月
1
9H
回
 

桃 	崎 バ 	ス 	停 	前 9:15- 9:30 
石 	畑 集 会 所 前 9:40- 9:55 
馬 	性 集 会 所 前 10: 05-10:15 
平 	町 集 会 所 前 10: 25-10: 40 
興 	隆 消 防 屯 所 前 10: 50-11 :10 
飯 	詰 秋 元 商 店 前 ii: 20-12: 00 

ク 飯 詰 支 所 前 13: 00-13: 50 
下 岩 崎 集 会 所 前 14: 00-14: 50 

4
月
2
0日
因
 

十 集 会 所 前 9:20-10:00 
漆 神 	社 	前 10: io~io: 40 
吹 	畑 毛内光春宅前 10: 50-11 : 05 
唐 笠 柳 T 	字 	路 ii: 15-11 : 30 
石 	岡 寺田洋子宅 前 ii: 40-12: 00 
米 	田 対馬精米所前 13: 00-13: 30 
金 	山 児 	童 館 前 13: 40-14:10 
水 野 尾 集 会 所 前 14: 20-14: 40 

4
月
2
1H
困
 

種 	井 集 会 所 前 9:30- 9:50 
山
  

コ ミセ ン中川前 10: oo~io: 30 
桜 	田 神 	社 	前 10: 40-11 : 00 
沖 飯 詰 市農協 倉 庫 前 ii: 10--li : 30 
毘 沙 門 毘沙門 十 文 字 13: 00-13: 20 

ク 泉谷正志宅 前 13: 30-13: 50 
長 	富 消防セ ン ター前 14: 00-14: 20 
共 	栄 集 会 所 前 14: 30-14: 40 

月日 場 	 所 時 	間 

4
月
2
2H
困
 

湊 湊団地集会所前 9:00- 9:50 
姥 	落 神 	社 	前 10: oo~io: 20 
稲実団地 竹内鉄エ所前 10: 30-10: 50 
稲 	実 消 防 屯 所 前 ii: 00-11 :15 
広田柳沼 全 日 開 発 脇 ii: 25-12: 00 
南 広 田 みなみ広田町内会集会所前 13: 00-13: 30 
広 	田 市農協栄支所前 13: 40-14:10 
七 ッ 館 消 防 屯 所 前 14: 20-14:40 
浅 	井 ドライブイン横綱前 14: 50-15: 10 

4
月

2
3H
同
 

豊 	成 り ん ご 倉 庫 前 9:30- 9:50 
俵 	元 農産物加工センター前 10: oo~io: 20 
原 	子 コミュニテイハウス原子前 10: 30-11 : 00 
前田野目 西 塚 商 店 前 ii: i0-11 : 30 
派 	立 新谷勝 男 宅 前 13: 00-13: 20 

田
  

高 	野 高野文化センター前 13: 30-14: 00 
ク 神 	社 	前 14: 10-14: 30 

4
月
2
5H回
 

岩 木 町 
ほ か

市内全域 
対 象 

市 	役 所 前 

9: 30-11 :30 

13: 00-15: 00 

4
月
2
6H
同
 

田園調布 藤 巻 商 店 前 9: 00- 9 】 30 
松 島 町 松 島 会 館 前 9: 40-11 :00 

ッ 谷 中央公 民館 前 ii: io~i2: 00 
鎌 谷 町 鎌谷町防災センター前 13: 00-13: 50 
田町・栄町 白 衣 神 社 前 14: 00-14:30 
平 和 町 富士見コ ミセン前 14: 40-15: 30 

4
月
2
7H
因
 

下平井町 福 祉 会 館 前 9: 30-10:10 
敷島・雛田 コミセンしきしま前 10: 20-11 : 30 
旭 	町 斎 勝 駐 車 場 ii: 40-12: 00 
末 広 町 保 健 所 前 13: 00-14: 00 
小 	曲 秋田 谷 旅館 前 14: 10-14: 30 

ク 農村婦人の家前 14: 40-15:00 

4
月
2
8H
困
 

高 	瀬 集 会 所 前 9:20- 9:50 
鶴 ケ 岡 コ ミセ ン三好前 10: 00-10:40 
上 藻 川 農 協 倉 庫 前 10: 50-11:10 
下 藻 川 消 防 屯 所 前 ii:2 o~ii: 50 
新 宮 町 集 会 所 前 13: 00-13:30 
若 	葉 森 	の 	家 前 13: 40-15: 00 
田川・芭蕉 田 川 集 会所前 15: 10-15: 30 

※都合の良い場所で受けることができますが、 

実施場所、時間等が大幅に変更されています

ので、 もう一度お確めください。 

また、 4 月25日（日曜日）にもili内全」或を対

象として、市役所前に於いて実施しますので

ご利用ください。 

なお、この日程表にはスペースの関係て川i内
全町名を掲載できませんので、お近くの実施

場所においでくださるようお願いいたします。 

守りましよう 
飼い主のエチケット 

平成 5 年 4 月 1日 10 

平成5年度犬の集合登録と狂犬病予防注射)
[>犬の登録および狂犬予防注射は年1回です。

' 区分 |金額

注射手数料 I 2 ，ワ 80円

登録料

計

2， 1 00円

4，880円

※ 8月 1日以降個別で実施する場合は、

5，580円となります。 7月31日までに必ず実施

してください。

※登録しなかったり注射を受けなかったりしま

すと、狂犬病予防法違反で罰則の対象となり

ますので、必ず受けるようにしてくださし、0

0狂 犬病予防注射日程表

月日 I蕩 所 時 間1

持チ沢 集 JZS5E 、 戸庁 前 9: 30-9・50

4 羽野木沢 コミセン七和前 10: 00-10: 30 
月 中泉 集会所前 10: 40-11 : 10 
15 
日
侮回 コミセン梅沢前 11: 20-11: 50 

同 // 成旧理容所前 13: 00-13・20

みどり町 コミセンさかえ前 13: 30-15・。。

福 山 農産物加工センター前 9: 30-9: 50 

4 里子 皇 里子里公民館前 10: 00-10・30

月 神 山 松里子商底部I 10: 40-11・。。

16 松野木 長尾商庖前 11:10-11・30

日 福 岡 佐々木商庖前 11 : 40-12: 0。
(剣

若 山 集 i;五t、 所 前 13: 15-13: 30 

戸 沢 斎藤精米所前 13: 40-14: 00 

相t 崎 ノt ス 停 ~IJ 9・15-9・30

石 畑 集 ぷ百九 所 前 9・40- 9: 55 

4 .!liJ 1生 集 ぷ広〉、 所 前 10・05-10:15 
月 平 田I 集 ぷ五〉、 所 前 10・25-10:40
19 

輿 隆 消防屯所前 10・50-11:10
日

(月) 飯 圭回目.r 秋冗商庖白IIJ 11・20-12:00 

// 飯詰支所前 13・00-13:50 

下岩崎 集 ぷZ〉二ミ、 所 前 14: 00-14: 50 

十 )1¥ 集 dヱbミ、 所 前 9: 20-10: 00 

漆 )1¥ 神 社 前 10: 10-10: 40 

4 吹 畑 毛内光春宅前 10: 50-11 : 05 
月 唐笠柳 T 字路 11・15-11:30
20 
石岡 寺田洋子宅前 11 : 40-12: 00 

日

凶 米 回 対馬精米所所I 13: 00-13: 30 

金 山 児 童 自古 前 13: 40-14: 10 

水里子尾 集会所前

種 井 集会所前 9: 30- 9: 5 

)1¥ 山 コミセン中 川前 10・00-10:3 

4 t安 回 宇中 本土 前 10: 40-11: 00 
月 i中飯詰 市農協倉庫前 11:10-11:3斗
21 
日

毘沙門 昆沙門卜文字 13: 00-13: 20 

体) 。 泉谷正志宅前 13: 30-13: 50 

長 富 消防センター前 14・00-14:20 

共 栄 集 Z32K ミ 所 前 14・30-14:40 

月日 J易 所 H寺 悶

I秦 ;奏団地集会所前 9: 00-9: 50 

姥 迩 ネlt 社 自ii 10: 00-10: 20 

4 稲実同地 竹内鉄工所以j 10・30-10・50

月 h官 実 消防屯所前 11・00-11・15

22 広間柳沼 全日開発脇 11・25-12:00 
日 南広町 みなみ広田町内会集会所前 13・00-13:30 
同

広田 r打 農 協 栄 支 所 前 13: 40-14: 10 

七ツ館 消防屯所前 14: 20-14: 40 

j支 )t ドフイブイン横綱前 14: 50-15: 10 

登 成 りんご倉庫高ii 9: 30-9: 50 

4 f~ 7( 農産物加工センター前 10・00-10:20 

月 原 一千 コミュニティハウス原千前 10: 30-11: 00 

23 前回野口 内塚商底前 11 : 10-11 : 30 
日 iR<. 立 新谷 Jl寿 男 宅 前 13: 00-13: 20 
(金)

fR.1 一- 里子 ，:;，!J'文化センター前 13: 30-14: 00 

// tql 社 前 14: 10-14: 30 

4 月 岩本町 9: 30-11: 30 
ほか25 

市内全域
市 f生 戸斤 前

(日日) 対象 13: 00-15: 00 

旺i悶調布 d長 巻 商 庖 前 9: 00-9: 30 

4 総品目I 松島会館前 9: 40-11: 00 
月 ーツ 谷 中央公民館前 11 : 10-12: 00 
26 
日

鎌谷町 鎌谷町防災セ ンタ一前 13: 00-13: 50 

(月) 田町・栄町 内衣神社前 14: 00-14: 30 

平和町 富士~コミセン前 14: 40-15・30

下平井町 福 祉 会 館 前 9: 30-10: 10 

4 敷島・1旋回 コミセンしきしま前 10: 20-11 : 30 
月 旭 町 斎 Jl芳 駐 車 場 11: 40-12: 00 
27 
日

末広町 保健所前 13・00-14:00 

w 曲 秋田谷旅館前 14・10-14:30 

。 農村婦人の家前 14・40-15・00

t日T】 i頼 集 ぷz〉zz、 所 前 9・20-9: 50 

4 鶴ヶ問 コ ミ セ ン ニ 好 前 10・00-10:40 

月 上 i~ 川 農 協 合 庫 前 10・50-11:10 

28 下泌川 消防屯所前 11・20-11・50
日 事庁;出回I 集 ZfZk 2L 所 前 13 : 00-13: 30 
体)

若菜 森 !l) 家 前 13: 40-15: 00 

出川・芭f!f.. 田 川 集 会 所 前 15: 10-15: 30 

※者¥5合の良い場所で受けることができますが、

実施 場所 、時 間等 が大 幅に 変更されています

ので、もう一度お確めください。

また、 4月25日(日曜日)にも市内全域を対

象 と し て 、 市 役 所 前 に 於 い て 実 施 し ま す の で

ご利用くださし」

なお、この日程表にはスペースの関係で市内

全 町 名を掲載できませんので、お近くの実施

土易戸斤においでくださるようお原異いいたします。

守りましよさ
飼い主主ぬ主チケット

平成 5年4月 l日 10 
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みんなの健康教室 
レ日 時 

4 月23日（金う午後 1時 

ン場 所 

市保健センター 

ン講 師 

対馬昭幸先生（対馬内科小児科医院長） 

レテーマ アレルギーについて 

レ主 催 北五医師会・市保健協議会 

I l．実施期間 
i 	平成 5年 4 月1日休）から 1 
~  
I 2．実施内容 

！ ①実態把握活動の推進 
②離脱促進及び加入防止対策の推進（少 

年組員ゼロ作戦） 
③暴力団が関与する事犯に重点を置いた 

I 	福祉犯の取締り 

I ④少年相談活動の充実 
⑤広報啓発活動の推進 

* 驚鴛ふ 
少年を暴力団から

守るために 

「 

春の全国交通安全運動 

《実施期間》 

平成 5年 4 月 6 日（火）から 

平成 5 年 4 月15日（金）まて二 

《運動の重点目標》 

L子どもと高齢者の交通事故防止 

2．飲酒運転の追放 

3．シートベルトの正しい着用の徹底 

4．違法駐車の締め出し 

《スローガン》 

＊かけ込むな 青のまばたき もう危険 

児童扶養手当と特別児童扶 

養手当の支払日が変ります 

支払い期間の11日が、 日曜日、土曜日、 

祭日等休日に当る場合は、その前日となり

ますので、 4 月11日の支払いは、 4 月 9日

団となります。(4月10日（」Jは休日です） 

ン問い合わせ 福祉事務所福祉課 

（内線299) 

交通災害共済に 
家族そろって加入しましょう 

会費】1 人年間350円 

レ共済期間 平成 5年 4 月1日～平成 6年 

3 月31日 

レ加入申込 ただいま受付実施中 

レ受付窓口 総合サービス課または市役所 

各支所 

レ問い合わせ 総合サービス課 

（内線281・282) 

期 日 時 	間 場 	所 
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県
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『
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庁
 

午後1時から
午後 4時まで 

上平井町 
NTT五所川原支店前 

五所川原地区暴力追放推進協議会

五 所 川 原 警 察 署 

Dおわびと訂正 

3 月15日号、すくすく健診の1歳 6 ケ月児の

対象が、H3年 3 月生れとなっていますが、10 

月生れ、 と訂正しておわびします。 
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市役所 fi35-2官官官

直亘
UiJ I1 日、?

H，' 
上拾 所

午前10時から 栄町

4 fl 9 U 正午まで 県合同庁舎前

(金) 午後 1時から 上平井町

午後4時まで NTT五所川原支庖前

粧判官

健
t>日時

4月23日(剣午後 1時

じ〉場所

市保健センタ-

b講師

対馬日召幸先生(対局内科小児科医院長)

じ〉テーマ アレルギーにつ いて

t>主催 北五医師会 ・1一行保健協議会

;…(福三五白石|! 
守るために j i-一 る 活動強調脚 ;

1 .実施期間 i 
平成 5年 4月 1日(村から i守 円山 i : … 4同山川月肘問3却…O

2.実施内容 ! 
①実態J犯巴握活動の推進 ; 

i ②離脱促進及び加人防止対策の推進 (少 ; 

i 年組員ゼロ作戦) ! 
! ③暴力団が関与する '1:芥玉犯に重点を置いた i 
i 福祉犯の取締り i 
! ④少年相談活2郵動翌劫jの充実 ; 

i ⑤広幸報匝啓発活互弱動7劾jの推進 i 

iしυ岬…J二山J工!口f士t士f竺ピ!士!Ti士f土T士Jf!!TT己包!「士土;J 山…刷

司 11 Jjji: 1i 

t>おわびと訂正

3月15臼号、すくすく健診の 1歳 6ヶ月児の

対象が、 H3年 3月生れとなっていますが、 10

月生れ、と訂正しておわびします。
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児童扶養手当と特別児童扶

養手当の支払日が変ります

支払い期間の11日が、日曜日、土曜日、

祭口洋休日 に手~る場合は、その前日となり

ますので、 4月11円の支払いは、 4月 9円

幽となります。 (4月10日ωは休 EIです)

t>問い合わせ 福祉事務所福祉課

(内弁泉299)

交通災害共済に
家族そろって加入しましょう

会費:1人年間350円

じ〉共済期間 予成 5年 4月 1日~平成 6年

3月31円

t>加入申込 ただいま受付実施中

t>受付窓口 総合サービス諜または市役所

各支所

t>問い合わせ 総合サービス諜

(内線281・282)

E置自彊霊茎歪歪耳
〈実施期間〉

平 成 5年 4月 6日伏)から

平 成 5年 4月15日幽まで

〈運 動の重点目標〉

1.子どもと高齢者の交通事故防止

2.飲j同運転の追放

3.シートベルトの正しい必用の徹底

4.違法駐車の締め出し

〈スローガン〉

*かけ込むな 青のまばたき もう危険
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